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写真 -1　チガヤ

写真 -2　チガヤ草刈り後（５月 17 日）

写真 -3　約２か月後（７月 21 日）

沖 縄 の 雑 草 の 生 長 に つ い て
～ チ ガ ヤ（ イ ネ 科 ） の 研 究　 そ の ２ ～

川間彩加
名護市立大北小学校５年

１．目的・動機

去年までの研究では、身近にみられる雑草について調べま

した。名護市大北地区には、チガヤがたくさんみられますが、

その他の地域でもよく見られます。去年のサイエンスクラブ

の報告書では、チガヤに日光を与えない育て方をすると成長

が遅くなり、弱々しい葉になってしまうため、植物の成長に

日光が必要だということもまとめました。

今回調べてみたいのは主に根っこです。チガヤを引き抜いて

みると、根が他の葉の株とくっついていました。調べると「地

下茎」という種類に分別されることがわかりました。今回は、

地下茎の植物がどのように繁殖していくのか調べます。

２．方法・内容

去年は、チガヤを刈るとまず「先が切れた葉」が伸びて、

日数がたつと先のとがった「新しい葉」が伸びてくることが

分かりました。今年は、5 月 12 日に草刈りがあり、今年も

地面すれすれに切られました。5 日もすると写真 -2 のよう

に、少しだけチガヤが伸びてくることが分かりますが、どれ

も、草刈り機で切られた「先が切れた葉」で去年の結果と同

じでした。さらに、次の草刈りまで 2 か月ありましたが、梅

雨や暑さが続いたので、写真 -3 のようにチガヤが十分に成

長しました。今年の研究は、この場所から選んだチガヤを切っ

たり、掘り起こしたりして観察することにしました。

３．結果

（１）チガヤの分別

成長したチガヤの「先が切れた葉」と「新しい葉」を観察するために、写真 -4 のように、約１ｍ×１ｍの範囲に

生えている植物すべてを刈って、分別することにしました（写真 -5）。分別の結果、写真 -6 のように４つのグループ

に分けられました。
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写真 -4　調査のため一部を草刈り 写真 -5　葉を分別する作業

【チガヤの分別によって分かったこと】

①「先が切れた葉」だけのチガヤは、枯れているものが多い。

②「新しい葉」と「先が切れた葉」が混じったチガヤの場合、「先が切れた葉」は、枯れて茶色になっているが、

「新しい葉」は緑色になっている。

③「新しい葉」だけのチガヤは、緑色で長さは１m を超えている。

④チガヤ以外に、シダ類やヘクソカズラ、リュウキュウボタンヅルなどの植物が見られた。

写真 -6　分別の結果

図 -1　５㎝に切ったチガヤのイメージ 写真 -7　実際の様子

このことから、去年の研究での結論だった「切られたチガ

ヤは生きるために、新しい芽を早く出して、いきおいよく育

つ。先が切れた葉は、成長がおそい」ということが正しいの

か疑問になってきました。

（２）チガヤの「先が切れた葉」のゆくえを調べる

草刈り直後は、元気に成長していたチガヤの「先が切れた

葉」は、いつの間にか少なくなり「新しい葉」に占領されて

いくことが分かりました。そこで、「先が切れた葉」がどの

ように変化していくか確かめるために、8 月 21 日に図 -1 の

ように、チガヤをハサミで５㎝くらいに切って、根もとと切

ったところの２か所に、油性ペンで目印を付けました。切っ

た後の様子が写真 -7 です。５㎝残したのは、切ったところと

根もとのところの伸びの違いを確かめるためです。地面で
切ってしまうと、根もとの様子が分からなくなるからです。夏休みの終わりまで、チガヤの変化を確認しようと思い

ましたが、台風15号や大雨もあり、全ての様子を観察することはできませんでした。

①
②

③ ④
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しかし、9 月 1 日に目印を確かめると、２５～３０cm 伸びているものと変わらないものがあることが分かりまし

た（写真 -8）。また、8 月 20 日に付けた目印は、緑色の根もとにつけましたが、茶色に枯れたところに目印があるこ

とが分かりました。これから、この約１０日間に、根もとの緑色の部分は枯れて茶色になったことを確かめることが

できました。

よく観察すると、根もとの茶色の内側から、緑色の葉が伸びていることや、チガヤを切った切り口の内側から、ど

んどん葉が伸びてきていることが分かりました。実際に観察すると、図 -2 のように３段くらいに分かれて、釣りざ

おを伸ばすような感じで葉が成長していることが分かります。そのなかに、1 本だけ「新しい葉」も伸びてきている

ことも分かりました。実際のものは、標本にして「夏休みの自由研究・国頭地区化学賞作品展」に提出しました。

【先が切れた葉を追いかけて分かったこと】

・根元の枯れている部分の内側から葉が生えてくること。

・生え方は釣りざおを伸ばすときのように伸びて行くこと。

・葉の中には先のとがった「新しい葉」も伸びてきたこと。

（３）根を掘り出して観察する

根を観察するために、父に頼んで土をブロック状にして掘り出してみました（写真 -9）。チガヤは何本かまとめて

生えていて１つのグループになっています。ところが引き抜こうとすると、隣のグループ、そしてまた隣のグループ

につながっていました（写真 -11）。調べてみると、グループを結ぶ根のようなものを、地下茎といいます。それを、

切らないように、気を付けて取り出し、水で洗い、ぬれたタオルの上で育てて、観察してみることにしました。

しかし、タオルは私が思っていたよりも乾燥するのが早くて、次の日には乾いてしまい、実験は失敗してしまいま

写真 -8　チガヤの伸び（９月１日） 図 -2　チガヤの変化

写真 -9　根を掘り起こしている様子 写真 -10　根の分別と観察
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した。次に考えたのが、水そうで育ててみるということです。

水そうの中に、土のかわりにボール状のゼリーを入れ、地下茎の様子を観察しやすくしました。そして、外から新

しくチガヤを掘り出してきて洗い、地下茎がゼリーに収まるようにしました。ときどき、観察するために水そうから

抜き、測ってみましたが、地下茎に変化はありませんでした。しかし、葉は、写真 -13 と写真 -14 を比べて分かるよ

うに、伸びていることが確認できました。

【根の観察から分かったこと】

・チガヤは何本かまとまってグループを作り、隣のグループと地下茎でつながっていること。

・短い期間だったが、地下茎の変化が分かるような生長が確認できなかったこと。

・葉は伸びてきたこと。

写真 -11　ていねいにとりだしたチガヤ 写真 -12　タオルの上で観察（失敗）

写真 -13　水そうの観察（11 月 11 日） 写真 -14　10 日後の様子（11 月 21 日）

４．考察

チガヤは、草刈りから２カ月経つと「先が切れた葉」が枯れて「新しい葉」が多くなることを確認したので、１カ

月後くらいだと、まだ「先が切れた葉」が緑色で残っているのではないかと考えます。水そうの観察では、葉は伸び

るのに対して、地下茎や根には変化がありませんでした。しかし、これは 11 月の短い期間であったことと、日光の

当たりにくい家の中での観察だったため、長い期間ではないし、外で生えている環境とは違うので、もっと工夫する

必要があると考えます。今後残された課題は、まず、今年の草刈りも地面すれすれに切られたので、去年の課題が確

認できなかったことです。次に実際に生えているチガヤの状態で、根や地下茎と葉の成長の関係を確認することです。

【研究内容の発表】：夏休みの自由研究で３（１）と（２）をまとめ、国頭地区科学賞作品展に提出して銅賞をいた

だきました。
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